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来
金
貿
易
に
於
け
る
茶
鏡
及
び
絹
に
つ
い
て

三

･

中
国
金
融
の
特
殊
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…
･

支
部
農
相
の
包
税
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変
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い
て
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食
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支
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に
於
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支
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於
け
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敦
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敢
食
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-
-

-

支
部
紡
横
業
に
於
け
る
穿
働
請
負
制
度

…
…
･

中
韓
に
於
け
る
取
合
準
備
制
度
に
つ
い
て

-
･･

文
準
博
士

加

藤

繁

経
済

学
博
士

小

島

昌

太

郎

濯
帯
畢
博
士

八

木

芳

之

助

･
文
畢

士

小

竹

文

夫

･
経
済
韓
士

天

野

元

之

助
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藍
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廉
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易
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支
那

に
放
け
る
教
骨

の
融
合
性津

崎

堅

進

一

は

し

が

き

安
和
に
於
け
る
致
倉
並
に
基
督
教
の
勢
力
が
相
昔
大
き
な
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
JJ
と
.
ま
た
根
深
い
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
JJ
と
は

批
邦
泉
州
抹
田
>lJれ
て
ぬ
る
と
こ
ろ
で
め
.L･=･0
･1.J
れ
が
滑
際
に
宗
教
的
に
､
ま
ね
政
治
的
忙
如
何
な
る
詳
誼
社
有
す
る
か
iJ.云
ふ
と

と
は
こ
･̂
に
は
間
は
な
い
と
し
で
も
'

-L
舵
社
食
上
に
'
社
食
の
構
成
や
文
化
の
上
に
如
何
な
る
影
響
ikJ輿

へ
'
ま
た
閲
堺
を
持
っ

て
ゐ
る
か
と
云
ふ
こ
と
'
殊
に
そ
れ
が
経
済
の
部
面
に
於
て
如
何
に
あ
る
か
と
云
ふ
と
と
'
そ
れ
は
従
来
多
く
の
人
は
飴
-
注
目
し

な
か
つ
た
や
う
で
あ
る
が
､
こ
1
に
は
棒
に
そ
の
鮎
を
重
硯
し
て
そ
の
大
様
を
窺
っ
て
見
よ
う
と
息
ふ
｡

支
部
の
基
督
敦
を
見
る
た
め
に
は
.
殊
に
そ
の
社
合
性
を
見
る
た
め
に
は
'
ま
づ
そ
の
露
史
を
顧
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
基
督

教
が
支
部
に
初
め
て
懲
ら
さ
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
'
大
き
-
分
け
れ
ば
五
つ
の
時
期
に
な
る
と
息
ふ
｡

そ
の
第

1
期
と
も
云
ふ
べ
き
は
'
西
紀
七
世
紀
か
ら
九
世
紀
ま
で
(唐
代
)
で
あ
る
｡
こ
の
間
に
所
謂
景
教
が
初
め
て
静
罪
さ
れ
'

女

い
で
隆
盛
と
な
っ
た
時
代
で
あ
る
｡

勿
論
支
那
の
速
匿
に
は
既
に
二
世
紀
か
ら

三
世
紀
の
初
め
に
シ
リ
ア
借
が
来
た
と
云
ふ
こ

支
那
に
於
け
る
教
骨
の
赴
合
性

第

1
巷

t
九
九

第

1妨

一
九
九



支
那
に
於
け
る
教
官
の
社
食
性

第

l
巷

二

〇
〇

第

一
班

二
〇
〇

と
'
四
世
紀
に
は
支
那
人
に
し
て
改
宗
し
た
も
の
が
あ
る
と
云
は
れ
で
も
屠
る
｡
併
し

ま
づ

七
世
紀
頃
か
ら
と
云
ふ
の
が
確
菅
で
あ

ら
う
｡
十
七
世
紀
に
蔑
見
さ
れ
た
大
泰
景
教
流
行
中
国
碑
に
よ
れ
ば
'
唐
の
貞
観
九
年

(西
紀
六
三
五
年
)
に
'
大
春
闘

(汝
斯
か
)

か

ら
大
穂
阿
羅
本
が
長
安
に
充
た
の
で
1
時
の
宰
相
が
出
で
1
こ
れ
を
週
へ
'
ま
た
寺
院
に
し
て
勅
建
せ
ら
れ
る
屯
の
が
多
く
あ
っ
た

.U
と
等
が
蕎
さ
れ
て
ゐ
る
o

天
肇
光
年

(七
E
ll毒

J
に
長
安
府
及
び
附
し些

l十
二
願
の
人
口
約
二
盲
商
人
の
中
t

t
一高
人
が
外
国

人
t.rJ
あ
り
"

靭
性
の
黙
鮮
･.,
し
.I-
待
避
さ
れ
た
も
の
四
千
八

,I.J
の
他
官
給
釦
賛
け
な
小
帯
鯛

"
祁
蛸

,
臓
畑
児
は
城
L̂J
冊
外
に

函
'
五
商
人
は
ゐ
た
と
云
ほ
れ
て
ゐ
た
｡
ま
た
景
教
信
徒
の
機
敏
は
.
回
教

･
井
火
数
を
も
併
せ
て
十
四
､
五
蘭
と
推
測
さ
れ
た
O

尤
も
こ
れ
を
備
教
の
僧
侶
二
十
六
革

信
徒
千
tll.
四
百
寓
と
此
す
れ
ば
殆
ん
ど
物
の
敷
で
も
な
い
｡

カ

ラ

⊃

ル
ム

第
二
期
は
'
十
三
世
紀
及
十
四
世
紀
(元
代
)
で
あ
る
｡
初
め
て
音
数

(カ
ー
-
ツ
ク
)
僧
侶
が
蒙
古
の
首
都

啄

刷

和

林

に

舛
た
の
は

カ
ンバ
リ
ク

l
二
四
K
年
の

J
oh
n
d
a
P
ta
n
o
d
i
C
a
rp
ine
で
あ
り
､
元
の
新
都

汗

八

里

(

･北
京
)
へ
は

一
二
九
四
年
に
1
0h
n
d
a
M
o
n
t
ecor･

V
in
O
が
釆
た
.
後
者
の
一
三
C)五
年
の
手
紙
に
よ
る
と
ー

元
の
皇
帝
の
愛
顧
を
受
け
'

首
都
に
は
既
に
教
食
堂
も
建
ち
'

受
沈

着
埜

ハ
千
人
を
敦

へ
､
或
る
王
里

長

か
ら
曹
教
に
撃
示
し
た
と
さ
へ
侍
へ
て
ゐ
fJF
.

第
三
期
は
'
十
六
世
紀
及
十
七
世
紀

(明
代
)
で
あ
る
.
こ
の
間
に
背
教
が
再
び
隆
盛
と
な
っ
た
｡
北
京
と
羅
馬
と
の
関
係
は
従
来

途
絶
え
除
ち
と
な
-
.
従
っ
て
背
教
も
あ
る
か
無
し
か
の
状
態
に
な
っ
て
ゐ
た
が
'
十
六
世
紀
と
な
-

F

ran
c
is
X
a
vi
e
r
を
初
め

薮

多
の
有
能
な
僧
侶
が
沿
岸
地
帯
に
乗
る
棟
に
な
っ
た
｡

そ
し
て
園
内
に
這
入
る
こ
と
が
出
来
た
の
は

M
ic
h
a
e
t
R
u
ggi
er
i
と

pM
atteo
R
icc
i
と
が

一
五
八
三
年
に
床
束
の
西
の
蛋
慶
府
に
定
住
し
た
の
を
以
て
初
め
と
す
る
｡
R
ic
c
i
は

1
五
九
八
年
に
北
京

に
至
-
､
各
地
に
宣
教
所
を
建
て
'

一
六
〇
〇
年
に
は
信
徒
四
百
人
を
数

へ
た
｡

1
六
〇
l
年
に
は
皇
帝

(聖

祈)
に
謁
L
t
同
四
年

TheChlnaYearBook,1935,p.314.
佐伯好耶博士,｢景教の研究｣,五三〇頁以下.
同_上｡
H･Yule,CathayandtheWaythither,volm ,L,(melon,1914,pp,46.
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に
は
皇
帝
の
縁
者
で
洗
櫨
を
受
け
る
も
の
が
出
た
o
R
ic
c
i
は
聖
書
の
朝
詩
'
基
督
教
文
書
並
に
軸
率
書
は
勿
論
'
心
理
皐

･
地
理

畢

･
叡
尊

･
天
女
皐
に
至
る
ま
で
数
多
の
著
書
を
出
し
.
ま
た
賛
際
に
土
木
事
業
に
ま
で
功
績
を
挙
げ
た
と
話
さ
れ
て
ゐ
る
｡
そ
の

後
'
献
洲
殊
に
悌
蘭
西
と
の
関
係
が
密
接
に
な
っ
た
｡
従
っ
て
十
八
世
紀
啓
蒙
時
代
の
供
蘭
西
思
想
と
の
閲
僻
が
少
く
な
い
こ
JJゝ

な
っ
た
｡

第
四
期
は
'
新
教

(プ
｡
テ
ス
タ
ン
ト
)
が
初
め
て
蘭
ら
さ
れ
た
十
九
世
紀

(清
代
)
で
あ
っ
て
'

同
時
に
背
教
も
亦
盛
ん
に
な
っ
た

と
き
で
あ
る
｡

1
八
〇
七
年
に
英
人
R
o
b
e
r
t
M

orriso
n
が
床
束
に
着
い
た
の
を
以
て
初
め
と
す
る
.

1
八
五
八
年
の
天
韓
候
約

の
結
果
.
円
地
俸
道
が
許
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
'
を
の
後
瞳
棟
と
し
て
各
国
よ
-
ま
た
各
派
よ
-
宣
教
師
が
源
通
さ
れ
た
｡

方
も
鞘
馬
公
軟
骨
虻
に
祐
臓
正
準
好
共
に
括
倭
と
た
つ
煎

じ
併
し
十
九
世
紀
の
未
来
頃

か
ら
迫
害
の
範
配
が
呪
は
れ
挺

｡

第
五
胡
.
即
ち
第
二
十
世
紀
に
入
る
や
､
そ
の
努
額
に
拳
歴
事
件
が
勃
獲
し
た
O
こ
の
と
き
滞
洲
及
び
北
文
に
於
て
逆
殺
ru
れ
た

も
の
多
-
.
菅
教
徒
三
高
飴
'
新
教
徒
二
甫
徐
と
云
は
れ
て
ゐ
る
｡
併
し
そ
の
後
却
っ
て
宣
教
師
の
教
も
信
徒
の
数
も
増
加
す
る
計

mノ

り
で
あ
-
'
十
九
世
紀
末
の
十

1
年
間
の
増
加
割
合
四
割
に
此
し
て
ー
二
十
世
紀
初
朝
の
十

一
年
間
は
十
割
で
あ
っ
た
C
以
て
知
る

べ
L
で
あ
る
｡
か
1
る
状
勢
は
欧
洲
大
我
が
初
ま
る

1
九

l
四
年
ま
で
績
-
が
'
こ
れ
を
も
し
第
二
十
世
紀
の
第

1
期
と
す
れ
ば
､

そ
の
後
.
清
洲
事
壁
の
勃
教

1
九
二
二

年
ま
で
を
第
二
期
と
し
.
そ
れ
以
後
今
日
ま
で
を
第
三
期
と
す
れ
ば
次
第
に
そ
の
勢
は
千
調

と
な
っ
た
と
云
ふ
こ
と
が
出
発
よ
う
｡
そ
の
間

1
九
二
七
年
の
南
京
政
府
甫
北
競

1
に
よ
も
諸
政
の
改
革
は
-
教
食
の
方
に
も
大
き

な
影
響
を
輿

へ
た
｡
そ
れ
は
要
す
る
に
支
部
の
自
主
性
の
確
立
と
云
ふ
こ
と
で
あ
っ
た
O
教
職
に
つ
い
て
も
'
散
骨
財
政
に
つ
い
て

支
那
に
於
け
る
散
骨
の
赴
合
性

弟

r巻

ニ
O
Z

第

7親

二
〇
一

5) 後藤宋】堆FLC士.｢支那文化 と支∃削,E塾的 起源｣,三〇五頁以下｡小林市太郎氏,
｢支那思想 とフランス｣,一〇匹胤以下.

6)K S.Latourette.A Hist.orblr｡fChristian Mi88ionsinChina.N.Y



支
那
に
於
け
る
軟
骨
の
赦
合
性

弟

l
啓

二
〇
二

第

1
駅

二
〇
二

も
~
教
育

･
笹
薮
の
棟
関
に
し
て
も
絶
べ
て
支
部
人
に
於
て
指
導
と
責
任
と
を
探
る
こ
と

ゝ
な
っ
た
の
で
あ
る
｡

〓

敢

食

性

以
上
に
よ
lqt･て
支
那
の
基
懲
数
が
如
何
に
古
く
･か
ら
如
何
に
根
深
く
そ
の
杜
骨
に
操
潤
し
た
も
の
.fJ
あ
る
か
､
即
ち
そ
の
鹿
敵
性

に
つ

い
て
概
観
し
た
の
で
あ
る
3
そ
と
で
衣
に
耐
食
性
に
.f
lい
て
.敢
汝
の
批
況
を

耶
す
ご
と
-
･す
私
｡
そ
れ
む
甜
類
別
に
し
て
!

(

1

)

教
官

支
那
に
於
け
る
教
官
の
状
勢
に
つ
い
て
極
め
て
外
観
的
な
こ
と
に
過
ぎ
な
い
が
'
ま
づ

(
イ
)

散
骨
数

-
1
に
つ
い
て
'
こ
れ
を
世
界
.
殊
に
東
洋
諸
国
に
於
け
る
と
比
較
し
て
見
る
な
ら
ば
.
攻
の
如
く
な
る
.

支 浦 日 並 世

細

那 洲 本 正 界

六
四
'
八
〇
三

二

三
.三
〇
九

三
五
二
ハ
六
八

五
､
二
四
六

二
一
八

七
二
三
三

四
七
'
二
五
〇

三
'四
六
〇

六
l
八

大
九
'
四
〇
八

六
'五
〇
七

1
四
〇

五

一

一
六
'八
四
八

一
'
五
三

一

小

四
五
､七
一
四

二
二
.二
三
〇

五
三

四
二
五
末

九
'九
二
二

大

五
五
三

九
五

二
九
'
一
六

一

五
'
一
〇
六

t
六
七

五
'八
〇
〇

●

敬
小

六
七
'五
九
五

二
四
'九
三
〇

二
'九
二
六

三
六
三

六
'九

二
六

(
読
)

本
表
は
l
九
三
八
年

｢
基
督
教
世
界
(1DI教
調
査
｣
に
よ
る
C
｢
大
｣
と
は
比
較
的
大
な
る
軟
骨
堂
'
｢
小
｣
と
は
宣
教
併
･
養
毛
所
等

を
指
す
｡

こ
れ
に
よ
る
と
'

全
世
界
の
教
食
堂
数
は

l
七
八
'
二

二
.

支
部
の
は
二
四
､
一
七
九
で
あ
る
か
ら
'

仝
鰹
の

1
割
四
分
に
菅

1929,pp.508.
1) IntemationalMissionaryCouncil;Interpretative馳Iti!;ticalSurveyof

theWorldMissionoftheChrLStianChurch,N.Y小1938.



る
｡
そ
の
中
.
背
教
は

〓

'
四
五
三
-
新
教
は

l
二
'
七
二
六
で
あ
る
か
ら
'
敦
食
堂
の
数
に
於
て
は
'
大
し
た
差
は
な
い
｡
次
に

(

ロ

)

宣
教
師
及
び
信
徒
数
-

に
つ
い
て
は

組

敷

正 価

細

耶 洲 本 正 界

外
国
人

本
国
人

宣
教
師

官
教
師

⊥ハO
.七
;Irl

二
i

l
]1'九
七
一

三l11'二宝

七コ
六

五

信

徒

二二'
九宕
'蓋
〇

三三
1三
'至
証

外
国
人

本
国
人

宣
教
師

宣
教
師

一書
コ
爵

美
'九
二
]

二
t
B
P
Zl

入.〇完

寛
大
'冥
七

畠

大

1'望
見

二
九
､九三

九'
八
黄

〓
ハ'語
関

空
｢

宅

7!'八望

1.
7完二重

t7rP]n
L

Ei
JlJプ

二三､吾
一

入
空

∴

'L

信

徒

二八T<
lニ
p至
四

九
'
二元
｣
三
三

二二三｣
ハ塁

八八｣
ハ三

二
H田
川
iJ訪匹

外
国
人

本
国
人

宣
教
師

宣
教
師

二七
'書
七

九
七
'宝
内

二
八tO仝

四七
'八
八四

1､三
一J

七
t
T四七

二

聖

堂
ハ(

信

徒

六'
0望
'七
美

≡
.
1人四
'14
1

≡
ニ
'望
四

三
:..こJj.i

ハ註

t,

本舞は
荊

穀

IiJ･
17判
じ
-

W
九

三

八

年

｢
鹿

骨

敏
郎
丹
･h
l改
獅

酷

.
-

.

I-
右
目

｢外
相
･<,J:月
牧
師
｣
畔

に

は

指
朝

の
和
靭
-
和
賀
-
倍

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

星
llJJ
に
E
'qnd
Lヽ
'LLI
A
ヽ
t什
･.bZJLh
LJ
F
く
'
.
-
'-
_.O

つ
l二l巨

■

･
I

､

.

.
､
T.J-

rJ
.
J

7m]
r･q
乙
侶
77
･Tq
を
W
u
ft･
蔦
葛
｢
L=W
を
-
V
U
も

(
侶
石
｣
L1=
′ノし

て

は

召

萄
に
が
て
教
方
を
..
新
教
に
於
て
は
障
壁
者
を
示
す
｡

従
っ
て
何
れ
も
確
茸
な
る
も
の
を
ボ
す
｡

ヽ
ヽ
ヽ

宣
教
師
並
に
信
徒
の
数

を
地
域
別
に分
っ
て
見
る
と
'
(次
表
は
前
表
と
は
別
の
調
査
な
り
)

組

敷

外
国
人

中
国
人

信

徒

河 崇 農政

北 荘 敗

岩
'六
人
九

二
ハ'仝
三

二(四

三二]11

)
.
O
l(九

二
PZ11宝

三
､
1宝
三
六
五

七
'芳
二

八
一八
'
岩
大

支
那
に
於
け

る
軟

骨
の
祉
合
性

奮

教

.!1

1′-----
･-

-

外
国
人

中

国
人
信

徒

五
'二
条

六'

0至
二.仝
ロ'

三

一
聖

二票

六
､
天
六

萱
七

1'蓋
二

克
鼓､八二三

第

丁巷

二
〇
三

新

.ll
-
1---
--
-
-
-
-

‥---

外
圃
人

中
国
人

d
P完
四

TC
t七
へ
T

竺

六七

至
二

宝
;?1

第

一流

二
〇

三 敬信

徒

三
五､ニ
買

入真

二Tコ
lL(
三



支
部
に
於
け
る
教
骨
の
祉
食
性

鼻

一
巻

二

〇
四

第

一
就

二
〇
e
t

雲 真 東 居 所昌 手折 tI:聯 守研 四 河 安 江 甘 隣 山 山

南 州 西 東 建 江 西 南 北 川 蘭 鰍 蘇 席 西 西 東

i
.
二ハ
7

｢
至

宝

111烹

p
宅

三

三
畠

実

〇

三
九
'
至

〕

三

一

宍

二

九
㌔

喜

八

二
王

1
0
七

云

'霊
六

一
､
霊

O

｢

七空

三

一
､
八
九
一

]7T]
r

三
･ノ.′

T.I.]1.
品

#.

･ル
ルI_

諾
M亡

ナ
i
.u

突

1

九
七
四

I
e
ZLI'1ハTFl九

突

0

突

六

一
九
九
'
看

O

E
O
(

竺

五

八
二
t
O
R
ll

二
宅

五
三

三

〇
.
iハ実

三
言

T
P
こ
(
五

1
111ニ
'
大
豊

四

宕

T
'
至
上

',三
七
t
l',〇
九

)
.
四
O
rニ

1
､
八
T
D

zlO
七
t
E
O
三

T
Tl二

1
八
七

二
二
､
九
〇
1I7

T
六
四

7
1
T
O

四
七
､
量
五

三
二
三

二宍

完

､
悪

口

畠 会 話 皇 喜 美 云 ≦ 告 三 三≡.荒 宗 宍 高 空 ≡

四 ･≡三 ･･････一 四 lEg 三三 一- 六 二 ･･- 四ヨ乙五 ⊂⊃ 九 一七三 二 ノヽ -k=. 二二 匹 l 四 - 七 フ七^ 56.ノヽ ⊂⊃ 7-1L ノヽ J!ヨ ⊃Lく 八 七 四 上司 三 七八九語

三 宅 TL 冥 先 呂 三 宝 会 仝 聖 ,こ 仝 云 至 三 共
ヽ I ヽ

空 き 大 蒜 三 宅 金 宝 盃 宍 粟 宕 岩 室 喜 天 蓋

七 二二-一 ･･･一 .=ユ ニElヨ=_ 九 ････一 ヨ王L
元 老 天 昌 苔 大 岩 毒 空 売 宗 教 高 空 老 生 喜

T
'
=尤

(.
二
仝二宍1.../

｢

一
望

1JJ.I.A
U

]:
"
El

g
L
⊃

E
1ノU

書

式

露

九

重

X

謁

謂

t
'
宅

一

｢
三
至

言

BI
声
T

T
露

FEq
･t= 九 JZR ･.･- ^ ･t= ･七三 .･.一 四 二二 _=L ヨ毒. 九 一一 七 ノ~し -

仝 盟 重 美 天 台 竺 空 室 虫 !Erl 宕 天 童 Ô 高 空

(a
)

本
表
は
膏
教

･

新
教

何れ
も

7

九
四

〇

年

刊

報
告
に
よ
る
も
'
新
教
の

中

国

人
宣
教

師

及

信
徒
数
は
7
九
二
〇
年
調
に

よ
る
.
新

教

外
国
人
宣
教
師
中
に
は
等

空
白
ひ
｡
ま
た

T時
不
在
者
を
も
含
b
｡
な
は
｢
襲
撃

は
簸
暗
闇
及
び
族
益
で
あ
-
'
｢甘
甫
｣
の
中
に
は
寧

夏
を
も
含
む
｡

外
国
人
宣
教
師
の
固
持
を
詳
細
に
知
る
こ
と
は
出
奔
な

い
が
､

そ
の
朗
屠
す
る
宣
教
園
に
つ
い
て
は
､

膏
教
に
放
て

(
一
九
三
四

ハリ

年
調
)
ー

親
敦

二

三

の
中
'
悌
蘭
西
二
六
-
伊
太
利
二
四
､

支
部
二

T
.
弼
逸

1
四
､

西
班
牙

〓

'
米
国
九
'
白
耳
義
七
'
加

.

,●1-
､･1
-
.･
1′lr･･

2) AnnuairedesMissionsCatholiquesdeChlne,L9∠札 F'hzlnghai.pp.19.
3) DirectoryofProtestantMISS10nSinChlna,1940,SJhanghal.pp.10.
4) TheChristianOccupationofChma.鐸 ｢中華蹄i.｣弟五編九宜以下?

早) T如 CbinaYearBook.1935,p･318f･



亮
太
四
,
和
蘭
二
･
愛
蘭
二
･
波
蘭

一
･
葡
萄
竺

-
瑞
西

言

な
っ
て
ゐ
る
｡
ま
た
新
教
に
於
て
(
左

京

年
軌
)･
級
数

二
八
八

の
中
'
米
国
六
四
.
支
部
二
二
'
和
蘭
及
北
欧

1
九
.
英
幽

!
八
､
澗
逸
系

-
五
'
濠
州

･
朝
鮮
各

1
.
そ
の
他
協
同
が
1
天

､
国

際
二
と
な
っ
て
ゐ
る
｡
尤
も
こ
れ
ら
の
中
に
は
'
関
係
事
業
に
所
属
す
る
も
の
を
も
含
め
て
ゐ
る
o

信
徒
に
つ
い
て
'
そ
れ
を
職
業
別
に
分
っ
て
見
る
に
､

1
九
二
毛
年
の
M
a
in
博
士
の
支
部
に
於
け
る
新
教
二
十
四
宣
教
園
に
閲

す
る
調
査
に
よ
る
と
ー
鼻
糞
に
た
す
さ
は
る
者
が
最
も
多
い
こ
と
を
明
か
に
し
て
ゐ
る
｡
商

･
工
業
に
亀
す
る
も
の
が
そ
の
次
で
あ

る
｡
併
し
大
憶
に
於
て
中
流
階
親
以
上
の
比
較
的
長
期
滞
在
者
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
｡
ま
た
同
年
に
P
ric
e
教
授
が
各
地
方

代
表
新
教
七
十
三
島
村
散
骨
に
つ
い
て
調
べ
た
結
果
に
よ
る
と
'
職
業
別
の
百
分
比
に
凍
て
｢
自
作
農
｣
が
三
二
･
八
%
を
不
し
て
ゐ

る
.
｢
牛
自
作
｣
が

1
四
三

%
で
そ
の
次
に
多
-
､
そ
れ
か
ら
畢
生
(
五
五
).
教
師

(四
･
こ
i
小
作
農
(
三
･六
)
の
順
に
な
っ
て
居

-
~
他
は
輪

ん

ど

比
際
に
な
ら
な
い
b
こ
れ
を
以
て
見
れ
ば
ー
盤
村
教
脅
の
信
徒
は
七

二
?.を
盤
夫
が
占
め
､
両
も
此
鮫
的
安
起
せ

る
自
作
典
が
多
3
･
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
｡
こ
の
期

M
a
in
博
士
の
調
査
と
符
合
す
る
｡
こ
れ
を
背
教
に
つ
い
て
見
た
な
ら
ば

1
肝
そ

の
割
合
は
考
大
す
る
で
あ
ら
う
｡

見
上
丘
教
書
に
つ
･t
t
Lの
み
逮
Y
た
の
で
あ
る
が
.
攻
吃
搬
儀
瀦
雀
に
つ
.い
て
概
徹
し
て
見
よ
う
｡

ヽ
ヽ

(ニ
)
事
故

裏

芸

て
は
(
完

E
O
等

票

の
豊

三

,
八
二
六
-
墓

の
櫓
教
四

二

三

0
0
人
で
あ
る
｡

そ
の

中
t

等

憲

の
生
徒
竺

九
rlZ･
1
7
1
0
人
･
中
等
及
青

草
校
で
竺

七
･
二
四
五
人
･
師
警

校
二
九
〇
人
･
蛋

校
及
藁

ヽ
ヽ

0

葺

莞

九
人
と
雪

て
ゐ
る
｡
-

新
教
に
つ
い
て
は
(
T
i<
17-

);
幼
稚
園

=

三
校
-

生
霊

,
八

三

人
･

,初
董

校

二
王

九
五
'
蓑

三

二
㌧
二
二
八
人
'
中
華
畢
空

言

･
生
徒
四
三
,
八
七
九
人
･
聖
軍

神
畢
校

〓
ハ
一
･
葦

四
,九
八
八

嘉

に
於
け
る
軟
骨
の
赦
合
性

第

妄

二
〇
五

第

一
節

二
〇
五

≡,,HE]seei_rrsS器fo:ni,iaenvloecM:慧iaclra,33舘 MadrasSeriesV,TheEconomic
8)op.cit.p.308.

9) An nuaire.p.51.



ー-･量

▼
､.

支
那
に
於
け
る
軟
骨
の
杜
骨
性

第

一
審

二
〇
六

第

一
班

二
〇
六

人
､
師
範
畢

校
二
宍
'

生
徒
二
㌧
六

一
七
人
､
嘗
畢
校
六
'
畢
生
五
五
七
人
､
専
門
大
暑
は
十
四
'
そ
の
草
生
五
tr<
五
八
人
で
あ

る
｡
従
て
鷲
敷
で
は
初
等
教
育
に
'
新
教
で
は
高
等
教
育
に
カ
を
入
れ
て
ゐ
る
JJ
と
が
わ
か
る
｡

1
九
三
五
年
の
調
査
に
よ
る
と
'
基
督
教
主
義
の
初
等
畢
校
の
生
徒
は
六
割
が
男
子
'
四
割
が
女
子
で
あ
り
､
家
庭
に
つ
い
.Y
.は

EB
等
･p.Ai議

書
油
滴
頚
陀
屈
す
芦
H
J
.
i.nnq,A.凄

,
砂
Lqniに
遠
慮
LJ
も
tm
T
D_

山
番
も
超
は
な
い
｡
そ
し
て
家
庭
が
基
督
数
に
鳳
す
る
も

の
は
金
牌
の
二
割
か
Li9,!
繭

五
分
で
あ
る
.
中
年
齢
校
の
生
徒
に
し
て
法
幣
蘭
を

･3
は
平
均
四
割
位
で
あ
卑
V
鵜
野
妊
k
薙
-̂
･jiJ終

〓VT
弓
IllP一VP′U
lノJt

専
門
皐
校
に
し
て
添
合
に
よ
る
も
の
は
､

完

三
五
年
に
於
て
十
九
校
を
教
へ
る
こ
と
が
出
凍
る
｡
な
ほ
'

九
大
畢

(博
生
五
'
完

七
人
)､
四
文
科
専
門
畢
校
(八
九
四
人
)､
三
嘗
皐
校
(
1
八
五
人
).
七
神
輿
校

二

九
九
人
)
の
畢
生
六
'
四
七
五
人
を
出
身
地
別
に
す
る

と
'
江
蘇

(
〓
ハ
l
九
)'
庚
末

(七
四
f
)~
河
北
(五
二
九
)~
新
江
(
四
九
〇
)二
相
建
(望
ハ
五
)､
四
川
(四
二
四
)､
山
東

(
t〓

こ
'

湖
北
(
二
〇
九
).
安
徽

(
二
〇
八
)
等
の
順
と
な
っ
て
居
り
'

他
は
す
っ

と
少
く
な
っ
て
ゐ
る
｡
か
1
る
畢
生
の
中
'
基
督
信
者
は
四

割
と
な
っ
て
ゐ
る
｡

ヽ
ヽ

℡

(

≡

)

昏
療

病
院
並
に
慈
善
事
業
に
つ
い
て
は
､
背
教
に
於
て

(
1
九
四
〇
&
.)･

私

見

院

三

六六

養

老

酪

二
七
一

施

療

肝

八
三
八

急 病 老 嬰 収
着 人 人 該 容

二
六
'四
七
六
人

八
四
､〇
七
二
人

七
､七
一
二
人

九
二
'八
三
四
人

一
〇
'五
七
八
'
二
七
一
人

(延
敷
)

の
数
字
を
不
し
て
ゐ
る
｡
な
ほ

1L
九
l二
三
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
､
病
院

一
〇
一
'
署
師
九
六
人
､
看
護
婦
四

1
八
人
で
あ
る
｡

10) Interpretative.

ll) Chin a YearJ3ook,pp.323.

12) Am uaite.
13) Interpretative.



r.-
r._

新
教
に
於
て
は
(
T
九
三
八
年
)'
病
院
三

〇
〇
'

嘗
師
外
国
人
二
八
七
人

･
中
国
人
六
三
四
人
､
看
護
婦
外
囲
人
二
七
六
人

･
中

国
人

I
.･
六
五
六
人
で
あ
る
｡
な
ほ

施 妾 孤

療 老 兄

所 院 院

五
九
四 二 六

忠 〝 収
を 容

一
'〇
七
二
人

三
七
人

1
.五
六
1
.九
〇
八
人

(
珪
敷
)

こ
れ
に
よ
っ
て
見
る
と
'
新
教
で
は
比
較
的
大
き
な
病
院
は
あ
る
が
'
拭
見
院

･
蕃
老
院
等
は
比
較
的
少
い
こ
と
が
わ
か
る
｡

(
四
)

そ
の
他

文
化
的

け
社
食
的
事
業
と
し
て
.
敢
づ

ハ
イ
)
文
畢
I

に
つ
い
て
.
古
-
か
ら
聖
書

･
紳
畢

･
文
畢

･
料
率

に
開
す
る
書
物
の
部
等
が
行
は
れ
-
ま
た
支
部
古
典
の
紹
介
も
畳
々
行
は
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
.
東
西
の
思
想
交
換
に
蒜
す
る
と
と

3A
｡
(.t
lPlニ
■L
E'

つ.
フ

′
1
.,
席
.,u月
琴

に
っ
h
tr･'
横
風
小崎
片
i僻
博
の
禁
止
､

w
I,P
′一カ
.tJ
･iJ
に
よ
く
八
に
和
ら
れ
こ
ね
る
通
り
だ
b
5
小
･た
-2

f
諾
.
il
替
札
姥
-･･-

-

労
働

･
衛
生
施
設
の
改
普
･
婦
人
の
地
位
の
向
上
等
た
調
査
し
措
辞
し
っ
-
あ
il:QO
こ
れ
は
更
に
贋
範
に
見
れ
ば
都
市
或
ひ
は
煮
付

の
]
殻
的
な
生
活
へ
の
指
導
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
｡
保
安

･
訴
訟
へ
の
干
渉
さ
へ
行
ふ
状
態
で
あ
り
､
所
謂
農
村
夏
生
運
動
に
つ

い

て
も
墓
督
教
宣
教
園
は
大
草
と
良
き
聯
境
の
下
に
着
々
賛
行
し
っ
1
あ
っ
た
の
で
あ
る
.
従
っ
て
天
災

･
事
撃
或
は
磯
僅

･
洪
水

･

早
魅
等
に
際
し
て
も
救
済
の
手
段
を
執
る
JJ
と
些
耳
ふ
ま
で
も
な
い
.
か
く
て
教
倉
又
は
基
督
教
事
業
圏
が
宛
ら
社
昏
生
活
の
或
る

い.

壇
の
中
心
を
な
し
て
ゐ
る
場
合
が
少
-
な
い
の
で
あ
る
｡
か
･･
る
基
督
教
農
村
の
規
約
の
一
端
を
例
示
す
れ
ば
'

｢
凡
そ
城
内

(村
内
)
に
居
住
せ
ん
と
す
る
者
は
'
主
任
司
祭
の
保
定
あ
る
も
の
'
著

-
は
主
任
司
祭
の
保
詮
あ
る
住
民
に
よ
-
保
許
さ
れ
た
る
者

に
限
る
｣

14) op_°it.
15) 浦鎖,鏡這親局,｢満訓に放 け.≡.;ヲEI立教｣参照｡

支
那
に
於
け
る
軟
骨
の
社
骨
性

第

1
巷

二
〇
七

第

丁
折

二
〇
七



支
部
に
於
け
る
敦
倉
の
社
合
性

第

一
巻

二
〇
八

第

一
既

二
〇
八

｢
凡
そ
城
内
に
居
住
す
る
者
は
十
家
族
を
聯
合
し
'
之
を

一
単
位
と
な
す
｡
毎
年
春
秋
二
学

に
は
戸
口
を
調

査
し
'
こ
れ
を
公
舎
に
申
昔
す
る
も
の

と
す
｣

｢
平
日
に
於

でも
外
来
の
族
啓
あ
る
と
き
は
､
そ
の
親
兄
弟
を
間
は
ず
､
そ
の
都
度
そ
の
旨
を
公
骨
に
申
告
し
て
萱
鼓
す
そ

しと
を
要
す
cL

｢
凡
そ
城
内

曲
に
そ
の
附
淀
に
居
住
す
る
信
者
は
男
女
を
論
ぜ
す
毎
日
曜
日
及
び
四
大
規
日
に
は
均
し
-
業
を
休
み
.
聖
堂
に
集
り
新
穂
を
LtL
Y

説
教
を
強
聞
す
べ
し
｣

｢
願
隣
の
僻
は
艶
数
の
紙
を
鳴
ら
し
TJ昏
麟
す
べ
L
O
醜
焼
ĥ
.上
に
式
敷
･i
t
･範
軒
i
私
を
散
-
TD
の
と
軒
C
ニ
E:1T
変
哲
,1..A
こ
訟
藍
髭
A
L球
ら

絶
え
ず
七
キ
ロ
以
内
の
四
方
を
監
視
し
て
匪
戯
の
行
動
を
注
意
す
べ
し
｣

更
に

(
ハ
)
擢
済

1
に
関
し
て
教
骨
が
調
査
し
指
導
し
っ
1
あ
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
｡
先
き
に
示
し
た
集
村
更
生
連
動

の

一
翼
と
し
て
合
作
社
運
動
が
起
さ
れ
'

殊
に
信
用
組
合

･
倉
庫
組
合
の
結
成
に
大
き
な
力
を
毒
し
た
.
C
h
in
a

In
ter
n
a
tio
n
a
l

R
e
lie
f
C
o
m
mi

ssio
n
な
ど
忘
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
｡

エ
菜
に
つ
い
て
も
'

商
業
に
つ
い
て
も
少
か
ら
ざ
る
関
係
を
持
っ
て
ゐ

る
こ
と
は
､
次
に
や
･.詳
細
に
示
す
所
で
あ
る
が
､
ま
づ
そ
の
最
も
顛
著
な
る
も
の
と
し
て
も
上
海
除
豪
涯
に
於
け
る
背
教
施
設
を

見
て
も
わ
か
る
と
思
ふ
｡
天
主
堂

･
修
道
院
･
諸
畢
校
の
外
に
.
天
文
学

園
書
館
･
博
文
館
車
初
め
.
孤
兄
院
内
の
印
刷
･
捨
婁

･

彫
刻

･
木
工

･
金
工
殊
に
有
名
な

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
製
造
所
ま
で
あ
る
｡
或
は
除
家
准

1
膿
の
土
地

･
建
物
が
同
信
の
者
に
貸
興

さ
れ
て
ゐ
る
と
聞
-
.
宛
然
た
る

1
教
園
が
上
海
の
l
割
に
在
る
と
云
ふ
こ
と
だ
け
で
も
明
か
で
は
な
い
か
｡

要
す
る
に
'
支
部
に
於
け
る
基
督
教
の
社
食
に
及
ぼ
す
影
響
と
云
ふ
も
の
は
'
今
日
に
於
て
も
な
ほ
相
昔
に
大
な
る
も
の
で
あ
る

と
云
ふ
こ

と
が
出
葬
る
.
勿
論
そ
の
程
度
は
日
に
見
え
て
明
か
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
し
､
ま
た
極
-
最
近
に
於
て
は
支
那
に
於

E

け
る
自
主
権
の
主
張
か
ら
'
攻
希
に
弱
め
ら
れ
つ
･1
あ
る
こ
と
は
寄
書
で
あ
る
が
'
な
ほ
敦
倉
並
に
基
督
数
事
業
を
無
視
す
る
JJ
と

徐テ惟紀略,参照｡
事業艶に施設の各箇別については,外務省文化串翁等膚L;,｢端洲及支那に於け
る欧米人の文化寄集｣参照｡

軒

瞥
豪

産

噌
夢

…

凄

1-
一書
lt
t･l
l
f

■■一1■一tI一一t



止
別
産
出
衆
な
い
｡
ま
た
背
教
と
新
教
と
を
比
較
し
て
見
る
と
'
大
博
に
於
て
背
教
は
農
村
を
中
心
と
L
t
新
教
は
都
市
を
中
心
と

す
る
b
背
教
は
比
較
的
低
い
階
級
の
者
を
'
新
教
は
此
校
的
高
い
階
巌
の
者
を
封
象
と
し
て
ゐ
る
｡
背
教
は
家
族
的
に
'
新
教
は
個

人
的
に
接
解
し
て
ゐ
る
と
云
ふ
こ
と
が
出
席
よ
う
か
｡
背
教
は
生
括
ま
た
は
経
済
の
部
面
を
極
め
て
重
税
す
る
に
封
L
t
新
教
は
幾

券
敬
念
的
に
文
畢

･
風
教
等
を
重
税
す
る
｡
社
骨
施
設
に
し
て
も
'
菅
教
は
精
々
消
極
的
な
る
慈
善
事
業
を
な
す
に
封
し
て
'
新
教

の
方
は
精
々
積
極
的
な
る
改
善
事
業
を
な
す
と
云
ふ
こ
と
が
出
来
よ
う
か
｡

三

摩

溶

性

安
部
に
於
け
る
敦
骨
或
は
基
督
教
事
業
の
経
済
性
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
を
特
に
見
よ
う
･tす

る
た
め
に
は
､
大
髄
収
入
と
支
出
の

両
面
に
分
つ
て
考
へ
て
見
よ
う
と
思
ふ
D

胡
線
鋸
に
韮
慣
秋
雄
端
の
財
政
は
､

一
打
は
〃
補
則
良

二
に
は
献
金
.

≡
紅
は
叶
観
潮
助
で
あ
も
｡
-
LT
.JL

.

耗

一
つ
塑

弓
オ

･
′--

i

.ul

.
′rl
.｢′
仙T
uHuハ

塵

に
つ
い
て
は
､
正
確
に
こ
れ
を
知
る
方
法
が
目
下
の
と
こ
ろ
な
い
の

で
よ
-
あ
か
ら
な
い
が
'
た
ゞ
湖
北
省
だ
け
に
つ
い
て
調
査

し
た
も
の
が
あ
る
(
T
ie
T
五
年
.)
の
で
ー
参
考
の
た
め
竺

鷹
掲
げ
て
見
る
と
'

･二

-
∵

∵

級

不

動

産
t
lI.
識

肺
.:
州
醐

支
部
に
於
け
る
教
食
の
祉
食
性

音

数

I
t七
三
五
'
三
七
五
元

二
一九
'
四
七
九
弟

九
'
二
〇
〇
両

二
六
七
五
'九

二
二元

二
二
'
二
〇
四
弗

九
'二
〇
〇
両

新

教

7
.三
四
二
､
一〇
二
元

一
七
六
､九
一
〇
苑

六
､七
七
五
両

一
二
二
二
二
.
二
六
四
元

二
八
三
'
二
〇
五
沸

六
､七
七
五
両

第

7
番

ニ
C
)九

第
一鼓

二
〇
九

1) LLJ口翌氏,｢欧米人の支那に於 lrT′:ほ こ他事栄｣,八四四頁歯周｡



支
部
に
於
け
る
散
骨
の
社
食
催

告
二

者

二
7
0

第

一
節

三

〇

･-

二

言

:I:

..

.:;7

.1
'.
:

二

∵

…

支
那
金
牌
と
し
て
は
､
な
ほ
こ
の
外
に
十
七
省
も
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
､
こ

の
割
を
以
て
平
均
す
れ
ば
t
im
､

六
千
草

花
を
下
ら

な

い
で
あ
ら
う
C
な
ほ
菅
教
の
み
に
閲
す
る
宗
達
至

ハ
数
値

(
大
同
を
含
む
)
の
一

九
三
八
年
調
の
収
支
表
は
攻
の
如
-

で
あ
る
｡

扱

r4

線

敗

羅
馬
教
皇
腰
補
助
金

一
三
七
'
0
0
0

外
囲
軟
骨
寄
附
金

教
区
教
友
戯
金

教
区
財
産
収
入

教
区
外
財
産
収
入

二
三
〇
'〇
〇
〇

六
七
'0
0
0

1
七
一
､0
0
〇

七
〇
'〇
〇
〇

転

出

組

を

天
主
堂

粍
渦

神
父
生
汚
賓
･旗
行
黄

修
道
女
塩
狩
暑
･院
費

教
育
事
業
費

救
済
事
業
煮

建
築
修
持
薬

租

税

一L
L

L
しヽ
_}

一

1
rn

｢ノ'⊃
｢
ノ
I1

八
四
'二
〇
〇

四
三
'五
〇
〇

四
〇
'1二
〇
〇

三
三
'九
九
一

三九
'九
九
〇

八
'0
0
0

'
'

'
'

7

女

に
､
全
文
新
教
倉
並
に
関
係
事
業
の
収
入
の
概
観
は

1
九
三
八
年
の
調
査
に
よ
る
と
攻
の
如
-
な
る
｡

/1._

*

収

入

親

板

二

､七
四
二
'四
二
九

博

通

地

よ

り

四
'九
二
ハ､
一
三
l

ミ
ッ
シ

ョ
ン
よ
･り

直

接

補

励

事

業

合

計

其

他

六
'八
二
六
'
二
九
八

三
PJ1〓
ハ六
'九
〇
五

二
四
六
九
'
二
九
七

二
九
九
〇
'〇
九
六

瞥 単 数其

他 療 校 合

七
二
八
'三
五
一

二
､〇
六
七
､九
E
L三

1
.六
四
f
.
1二

四

四
七
八
､六
二
三

な
竺

九
三
六
年
の
新
教
教
倉
並
に
事
業
に
つ
い
て
調
べ
た
と
こ
ス
正

よ
る
と
二

ハ
十
七
新
教
島
村
軟
骨
に
於
て
､
収
入
の
六

一
･
三
%
は
散
骨
外
か
ら
'
三
八

･
七
%
は
散
骨
円
部
'
施
設
事
業
か
ら
の
も
の
で
あ
る
と
｡
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
補
助
を
受
け
る
も
の

は
'
六
十
七
軟
骨
の
中
､
五
十
四
軟
骨
即
ち
八

7
%
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
六
十
七
真
相
教
卓
の

l
箇
所
平
均
攻
入
を
見
る
と
'

2) 平山政十氏,｢蒙蛮 ガH)ツ):大乱｣,彦順｡
3) Interpretative.
4) MadrasSeriesV.p.313.



教 教 漁

ミ
ッ
シ
ョ
ン
補
助

教

骨

基

金

其
他
補
助
及
基
金

曾

内

契

約

戯

金

網

押

戯

金

二二 二 三 五
三 九〇 一 一 九 二 二

〇 三 四 七 七 〇 四 八 円

集

囲

戯

金

特

別

戯

金

農
産
物
献
金

土
地
財
産
よ
り

利

子

地
代
･
家
賃

其

の

他

- 一 四
三 五 二 五 〇 〇六

こ
の
様
に
し
て
,,,
ツ
シ
ヨ
ン
の
補
助
と
云
ふ
も

の
は
可
成
り
大
き
な
額
を
占
め
て
ゐ
る
.
そ
と
で
何
と
か
し
て
之
か
ら
猫
立
せ
ん

ハり

も

の
と
苦
慮
し
っ
ゝ
あ
る
の
で
あ
っ
て
'
例

へ
ば
P
r
ic
e
教
授
の
質
問
に
封
す
る

回
答
に
よ
っ
て
そ
の
大
鰐
が
窺
ほ
れ
る
と
息
ふ
｡

日

曜
献
金
増
栃

特
別
献
金
骨
額

感
謝
献
金
増
額

息
産
物
献
納

身
働
鵠

供

L
o
rd
's
A
cle

什
分
之

一
献
金

トロ

h)
[l

一 三 一 三 五 五 六 貸
一 三 二 五 二 〇 六 ･二:･行

計
九 九 六 六 九 八 三 .Zq 割

二 二 二 三 四 匹壬辞
一 二 九 三 七 〇 (〕 四 .成

一 五 四 三 二 E

牧 非 勤 併 硬 軟 鏡
師 基 物 有 立 食 藍主
の 督 家 財 金 所 物
副 著 書 産 収 有 謝
巣 の 献 利 大 地 〕紹

財 網 子 墓 藩
政
補
助

二 三 三 ､二 五 四tユ行

計
二 三 八一 三 一 だ才劉

誠
二 二 七 一 九 九 瓦 成

,l亡
七 八 六 五 五 四 七 拳j

右
の
中

L
o
r
d
.s
A
cr
e
P
lan

圭

耳
ふ
の

は
､

教
合
が

1
定
範
囲
の
土
地
を
所
有
し
て
.

教
合
点
が
こ
れ
を
分
け
て
耕
作
し
.

収
掛
の
蔑
分
を
軟
骨
に
約
め
る
と
云
ふ
組
舷
で
あ
る
｡
こ
れ
は
支
部
に
於
で
新
し
く
試
み
ら
れ
た
特
徴
あ
る
も
の
で
あ
る
｡
教
合
点

op.°it.p.324.5)

支
部
に
於
け
る
散
骨
の
赦
食
性

第

1
番

tH

一

第

7
新

二
〓



支
那
に
於
け
る
軟
骨
の
杜
食
性

第

7
啓

二

7二
鳥

一軟

二
一二

の
献
金
は
ー
そ
の
額
は
垂
-
自
由
で
あ
る
が
t
P
r
ic

e
教
授
に
よ
る
と
'
年
維
持
献

金

は
年
末

JJか
収
獲

期
と

か
ゞ
多
-
F
月
割
献

金
は
年
数
位
で
あ
る
｡
日
曜
献
金

･
特
別
献
金

･
鼻
産
物
献
納
等
は
仝
鰻
の
額
の
四
分
の
1
で
あ
る
｡
農
村
軟
骨
の
中
に
は
此
の
農

産
物
献
納
が
五
六
%
も
あ
る
こ
と
は
嘗
顔
で
あ
ら
う
｡
教
骨
基
金
を

骨
月
や
そ
の
知
人
に
貸
付
け
る
と
と
に
よ
っ
て
利
子
を
得
る
こ

と
も
あ
る
が
'
時
に
は
弊
害
も
あ
る
で
あ
ら
う
｡
併
し

一
般
社
食
の
利
子
が
極
め
て
高
-
年
二
割
か
ら
四
割
'
月
二
分
か
ら
四
分
で

あ
る
か
ら
.
教
静
が
払
し
牢

叫
割
か
そ
れ
以
下
で
貸
付
け
る
な
ら
ば
F
,I.J
れ
は
非
常
な
赦
新
に
な
l･1reわ
け
で
あ
1-im･i恰
猷
骨
層
の
肌
鮎

は

1
億
に
は
､
尭
姓
の
如
-
'
建
材
の
中
流
ま
た
は
そ
れ
以
下
と
云
ふ
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
.
献
金
は
伸
々
困
難
の
機
で
あ
る
｡

1

人
平
均

1
年
二
弗
か
ら
三
弗

(支
那
貨
)
位
で
.
四
弗
以
上
と
云
ふ
の
は
少
い
｡

1
九
三
K
年
の
調
査
ゼ
は
'

六
十
八
軟
骨
の
骨
貞

九
'〇
五
八
人
の
中
'
金
鎮
献
金
を
す
る
も
の
は
五
､
I
〇
三
人
'
即
ち
五
六
三

%
で
あ
-
'
五
八
二
人
即
ち
六
･四
%
は
生
産
物
又

は
労
働
を
提
供
し
た
の
で
あ
る
.

こ
の
1
人

1
年
平
均
は

1
二
二
八
園
で
あ
-
'

最
低
は

一
〇
鎮
'
最
高
は
六
些

二
十
八
鏡
で
あ

息
｡
以
て
そ
の
大
髄
が
環
椎
さ
れ
る
で
あ
ら
う
｡

攻
に
教
官
の
支
出
の
方
面
に
つ
い
て
は
'
同
じ
く

Price
教
授
の
1
九
三

ハ
年
六
十
七
島
村
軟
骨
に
閲
す
る
平
均
に
よ
れ
屯

組

数

牧
師
説
教
者
へ
の
謝
紹

其
他
補
助
者
へ
の
給
料

門
番

･
僕
蝉

へ
の
箕
飯

倉

堂

借

賃

建
物
保
存
･
維
持

･
修
繕

.

.

.
-

-

｢1

-

･J

二 五
三 一 八 五 〇

〇 八 一 五 五 五円

其 中 城 示土 日 光

央 張 合 確
の 部 費 熟

献 倦 施 収

他 金 主畳 改 費 賓

Eヨ -一

八 九 二 七 五 五

6) op.°it.p,315･



か
-
て
牧
師
へ
の
謝
確
が
最
も
大
き
い
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
が
t

M
a
ir
博
士
の
調
査
に
よ
る
と

1
箇
月
最
低

1
0
弗
'
最
高

1
70
0
弗
で
あ
る
と
云
ふ
o
十
四
偉
道
合
の
平
均
に
よ
る
と
'
最
低
平
均
月
寂
二
十

1
弗
'
最
高
平
均
八
六
弗
'
平
均
中
位
は
四
〇

り

弗
と
な
っ
て
ゐ
る
｡
P
ric
e
教
授
の
農
村
教
骨
の
調
査
に
よ
る
と
､
六
十
八
敦
骨
の
牧
師
謝
櫨
は
平
均
月
額
二
八
些

耳

二
鎖
.
負

低

7
二
鳳
~
最
高

1
0
0
園
ま
で

1'
三
〇
園
程
度
が
最
も
多
い
と
｡
か
-
の
如
き
低
い
謝
確
で
あ
る
た
め
に
'
別
に
豪
族
手
首
を

出
し
た
-
.
授
業
料
そ
の
他
の
免
除
ま
た
は
割
引
を
し
た
-
､
贋
寮
費

･
年
金

･
保
険
な
ど
に
つ
き
共
同
施
設
を
な
し
た
り
し
て
ゐ

る
｡以

上
で
大
槽
散
骨
を
中
心
と
し
た
財
政
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
'
そ
の
他
関
係
す
る
多
-
の
事
業
に
つ
い
て
も
述
べ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
-
そ
れ
ら
の
詳
細
は
こ
1
に
は
略
す
専

併
し

1
般
に
教
倉
並
に
関
係
事
業
が
及
ぼ
す
経
済
的
影
響
ま
た
は
持
つ
と
こ
ろ

の
凝
潜
的
偵
佃
と
lf芯
ふ
も
の
は
少
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
.;-T3か
･･_U

∈
L=l紺

社
少
し
く
油
.L･T.誌
と
.
散
骨
ま
た
は
帥
係
啓
発
が
垣
掛

に

農
地
を
所
有
し
'
こ
れ
を
耕
作
し
.
こ
1

に
牧
畜
近
し
'
鼻
糞
大
串
等
と
の
よ
き
捉
粥
に
よ
っ
て
菅
際
の
孜
補
的
指
導
を
も
行
ひ
っ

･･
あ
る
｡
商
工
業
に
つ
い
て
も
~
例
へ
ば
削
萌

･
芝
幕
に
於
け
る
リ
ネ
ン
･
レ
ー
ス
工
業
が
そ
の
初
め
宣
教
師
の
薦
め
に
よ
っ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
ー
北
京
の
ハ
ン
ケ
チ
製

造
と
燕
京
大
尊
と
の
関
係
､
開
封
の
果
葺
栽
堵

･
確
詣

･
歯
ぶ
ら
し
ま
た
は
製
綱
の
工
場
と

同
地
の
宣
教
園
と
の
関
係
.
南
京
の

Seven
th
Da
y

A

d
v

ent
ist
school
に
於
け
る
二
十
櫨
の
機
械
製
品
'
北
京
の

N
orth

C
h
in
a

Sc
h
o

ol
of
A

r

ch
itec
tu
a
】
E

n

gi
n
e
e
rin
g

と
そ
の
製
品
版
茸
の
た
め
の

P
r
a
c
tic
al

sh
o
p
t
先
述
の
上
海
除
豪
涯
に

於
け
る
印
刷
･

槍
葺

･
彫

刻

･
鋳
造
等
.

何
れ
も
有
名
な
も
の
ば
か
り
で
あ
る
｡
殊
に
信
用
組
合
即
ち
合
作
社
の
運
動
に
つ
い
て
は

北
麦
に
於
て

C
hin
a

lnternatio
nal
R
e
)ie
f
C
o
m
mi
ss
io
n
が
閲
輿
し
た
る
と
こ
ろ
極
め
て
大
き
い
.
北
麦
に
於
て
も
約

-
千

支
非
に
於
け
る
教
骨

の祉
合
性

第

1
番

ニ
H
f1

弟

一
就

二
1
三

7) op.°it.p.299.
8) op.°it.p.311.
9) 外務省文他事簸弧 ｢満洲及支那ここ於ケル軟水人 ノ丈他事業｣参照｡



支
那
に
於
け
る
軟
骨
の
放
合
性

第

7
巷

二

一
四

第

一戟

二
丁
四

め
信
用
組
合
を
作
り
､
貸
付
利
子
も
貴
低
六
分
と
L
P
地
方
軟
骨
が
そ
れ
に
四
分
を
加
へ
て
1
割
と
し
て
ゐ

る
｡
そ
れ

で
も

1
般
よ

-
は
造
か
に
低
率
な
の
で
あ
る
｡
ま
た
か
1
る
遊
動
に
は
多
-
基
督
数
大
暑
が
閲
係
し
て
ゐ
る
と
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ

･る
｡
従
っ
て
種

･
肥
料

,
施
設

小
土
地
購
入

･
共
同
市
場

･
共
同
潮
作

･
附
島
工
柴
ま
で
力
を
表
す
に
重
り
.
最
近
で
は
倉
庫
朝
食

か

盛
ん
に
行
は
れ
つ
1
あ
る
三

九
≡

蚕

頃
の
調
査
で
は
報
告
し
て
ゐ
も
.
そ
の
他

一
般
経
済
事
情
の
調
査
な
ど
に
ー
基
沓
教
大

碑

･tJ
僧
消
禽
成
仏
は
救
皆

目
塩
教
師
と
S
.聯
珠
が
如
何
に
よ
-
祭
は
郎
て
花
井
ルカ
は
摺
知
爪
か
-
lT
l磨
iLハWく

四

む

す

び

以
上
に
よ
っ
て
大
腰
支
部
に
於
け
る
軟
骨
ま
た
は
基
督
敦
事
業
が
'
如
何
に
そ
の
社
食
の
中
に
影
響
を
輿

へ
ま
た
関
係
を
祷
ち
つ

J
あ
る
か
と
い
ふ
こ
と
を
窺
っ
た
の
で
あ
る
が
'
要
す
る
に
そ
の
信
者
の
数
も
さ
垂
で
多
-
は
な
い
ー

全
髄
で
三
石
高
人
位
で
あ

･Q
.
全
人
口
を
四
億
と
す
れ
ば
そ
の
首
分
の
一
に
も
足
ら
な
い
｡
そ
し
て
そ
の
多
く
は
農
民
で
あ
る
.

比
較
的
中
位
の
自
作
農
で
あ

る
｡
ま
た
軟
骨
の
財
産
に
し
て
も
'

1
九

1
五
年
頃
の
棲
準
で
五
'
六
千
草
花
を
越
え
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
.
ま
た
年
々
の
収
入
に

し

て
も
'
新
教

l
年
の
収
入
絶
額

二

へ七
四
二
'四
二
九
弗
を
.
も
し
背
教
に
於
て
も
大
礁
同
毅
と
す
れ
ば
､
そ
の
級
数
二
千
四
首

肯
弗
に
過
ぎ
な
い
(そ
の
中
､
.-
ツ
シ
冒
ン
補
助
は
約
年
額
と
且
ら
れ
る
で
あ
ら
う
).
か
1
る
金
額
は
支
部
仝
鰹
の
財
政
と
比
較
す
る
な
ら

ば
'
例
へ
ぽ

1
九
三
四
年
の
収
入
絶
額
三
五
二
'
t二
九
八
､
五
五
九
弗
に
封
し
て
は
.
そ
の
七
%
に
も
及
ば
な
い
｡

こ
の
様
に
見
た
な
ら
ば
'
支
那
に
於
け
る
基
督
教
の
勢
力
も
さ
し
て
大
な
る
も
の
と
云
ふ
こ
と
は
出
来
な
い
｡
け
れ
ど
も
､
そ
の

畠
史
は
約
千
三
百
年
の
長
き
竺
且
っ
て
ゐ
る
こ
と
'
従
っ
て
そ
の
社
食
に
及
ぼ
す
影
響
も
畳
に
於
て
よ
ゎ
も
そ
の
質
に
於
て
見
ら
る

Laymen'sForeignMissionshquiry,China,VOII]r,N.Y.1933.pp.46.
TheChlnaChrlSt】anYearBook,1936-37.ShaT】Lghal.Pp.241.etc.
TheChinaYearBook,1935.pp.484.
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べ
き
で
あ
る
と
息
ふ
｡
そ
こ
で
'

ヽ
ヽ
ヽ

第

1
に
､
支
部
社
食
の
宗
教
性

に
典
へ
た
'
ま
た
輿

へ
つ
1
あ
る
も
の
は
極
め
て
深
刻
な
る
も
の
が
あ
る
と
息
ふ
｡
併
し
と
1
で

は
そ
の
鮎
に
は
鯛
れ
な
か
っ
た
｡

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

第
二
に
は
'
こ

の社
食
構
造
の中
に
ど
の
様
な
影
響
を
輿

へ
た
か
と
云
ふ
に
'
そ
の
豪
族
に
'
そ
の
郷
士
に
'
そ
の
職
業
に
'
決

し
て
大
き
な
撃
化
を
輿
へ
た
と
云
ふ
こ
と
は
出
奔
な
い
と
し
て
も
.
集
村
共
同
髄
に
於
て
'
植
民
地
構
成
に
於
て
､
決
め
て
特
色
あ

も
高
度
の
も
の
が
賛
捜
さ
れ
つ
･･
あ
る
と
云
ふ
こ
と
は
出
乗
る
で
あ
ら
う
.

ヽ
ヽ

第
三
に
~
支
部
社
食
の
文
化
に
輿
へ
た
影
響
は
'
蓋
し
大
き
い
も
の
が
あ
る
で
あ
ら
う
0
教
育

･
馨
療

･
港
等

.
社
食
施
設

･
風

教
等
に
.
ま
た

文
皐

｡
科
挙
の
聾
腰

･
普
及
の
た
め
に
｡

ヽ
ヽ

そ
し
て
滞
g
fに
｢.
樫
稗
の
部
簡
略
射
し
LtJ
も
逝
釈
潮
-
そ
の
精
確
悼
忙
於
で
韮
非
,iv･叡

轍
し
て
神
永
･u
芯
ふ
LJ
flJ
が
出
滞
ilnOe
頻

発

h{-
舷
民
に
'

牧
畜
に
'
商
菓
殊
に
組
合
蓮
動
に
'

H
.菓
殊
に
手
工
業
に
､

直
接
ま
た
は
間
接
に
影
響
を
輿
へ
た
鮎
は
大
き
い

と
息
ふ
｡
指
導

･
普
及

･
改
聾

･
調
査
等
々

の
鮎
に
於
て
O

ヽ
ヽ

か
-
て
要
す
る
に
'
支
部
に
於
け
る
軟
骨
ま
た
は
基
督
教
事
業
は
'
従
木
は
文
化
の
部
面
に
殊
に
多
-
貢
献
を
な
し
た
と
云
へ
る

ヽ
ヽ

し
､
近
衆
は
ま
た
経
済
の
部
面
に
少
か
ら
ぬ
紺
心
を
寄
せ
､
影
響
を
輿

へ
つ
1
あ
る
と
云
ふ
と
と
が
出
来
よ
う
｡
(
T
五
二

丁

こ

玉
井
茂
氏
の
御
好
意
に
感
謝
す
O

支
那
に
於
け
る
教
骨
の
祉
身
性

第

一
番

二
一
五

第

7
厳

二

一
五


